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～近畿で初めて実施～ 

奈良県十津川村「猿飼橋」の直轄診断結果報告 
道路メンテナンス技術集団による十津川村への技術的助言を実施 

  
 

 

 

 

 

 

 

概     要 
 
 
 

道路の老朽化対策に関しては、多くの施設を管理している地方公

共団体に対して、財政面、技術面等でこれまで以上の支援が求めら

れています。 

そこで、国土交通省では、地方公共団体への支援策の一つとして、

緊急かつ高度な技術力を要する可能性が高い橋梁について、直轄診

断※を実施しております。 

近畿地方整備局では、昨年の１１月６日から奈良県吉野郡十津川

村管理の猿飼橋で実施していました直轄診断の結果報告を、下記の

とおり、道路メンテナンス技術集団が行いますので、お知らせしま

す。 

記 

日時：平成２８年３月９日（水）１６:３０～１７：００（予定） 

場所：十津川村役場会議室 

 道路メンテナンス技術集団： 

  近畿地方整備局 道路部 道路保全企画官 松田 好生 リーダー 

奈良国道事務所長 若尾 将徳  他 

 

※報道関係者の皆様へ 

 当日の取材及び撮影は可能です。取材をされる場合は、別紙５「送信票」に

記入の上、送付をお願いします。 

  
取  扱  い  

  
配 布 場 所 近畿建設記者クラブ 、大手前記者クラブ、奈良県政・経済記者クラブ 

  
 

 

問 合 せ 先 
 

国土交通省 近畿地方整備局 TEL:06-6941-2500（直通） 

道路部 道路保全企画官 松田 好生（まつだ よしお） 

○道路構造保全官 中川 匡史（なかがわ まさし） 

奈良国道事務所 TEL:0742-33-1391（代表） 

副所長 中村 香澄（なかむら かずみ） 

 

TEL:0742-33-1391


【※直轄診断】

【全体の流れ】

「橋梁、トンネル等の道路施設については、各道路管理者が責任
を持って管理する」という原則の下、それでもなお、地方公共団体
の技術力等に鑑みて支援が必要なもの（複雑な構造を有するもの、
損傷の度合いが著しいもの、社会的に重要なもの、等）に限り、国
が地方整備局、国土技術政策総合研究所、国立研究開発法人土
木研究所の職員で構成する「道路メンテナンス技術集団」を派遣し、
技術的な助言を行うもの。

別紙１



猿飼橋の概要
【正面】 【側面】

該当箇所

猿飼橋 諸元（昭和49 年3 月完成） 橋齢41歳

鋼ランガー桁橋 橋長138m 幅員4.0m
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この背景地図データは、国土地理院の電子地形図（タイル）を使用しています。

位置図

この背景地図データは、国土地理院地図を使用しています。

特別養護老人ホーム「高森の郷」

村営住宅「高森団地」

別紙２
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○猿飼橋は、猿飼地区、山手谷地区、玉置川地区の住民が日々利用してお
り、世界遺産紀伊山地の霊場と参詣道「大峯奥駆道」の霊峰玉置山に通じ
ることから多くの観光客が通行しています。

○また、猿飼地区には特別養護老人ホーム「高森の郷」とともに、平成23年
紀伊半島大水害からの復興のため「高森団地」へ村営住宅が建設されて
います。「高森団地」には、高齢者向け住宅の建設が進められており、猿飼
橋は地域の生活道路として重要な役割を担っています。

○平成２７年７月の台風１１号で発生した国道１６８号（桑畑地内）落石による
通行止めでは、和歌山方面への迂回路として猿飼橋が利用されました。
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この背景地図データは、国土地理院の電子地形図（タイル）を使用しています。

特別養護老人ホーム「高森の郷」

村営住宅「高森団地」

地域の生活道路として重要な役割

特別養護老人ホーム「高森の郷」

村営住宅「高森団地」

写真：十津川村提供写真：十津川村提供

村道平谷竹筒線（猿飼橋）路線の位置づけ 別紙３



直轄診断現地調査について 別紙４

【橋梁点検車による近接目視】 【支承部の近接目視】

○日 時 ：平成２７年１１月６日（金）１０:００～１４:３０
○場 所 ：奈良県吉野郡十津川村大字平谷（猿飼橋）
○参加者 ：道路メンテナンス技術集団１８名（近畿地整、国総研、土研）、十津川村職員

＜猿飼橋で発見された主な損傷＞

① ② ③

①②アーチ基部では、一部で著しい断面減少が確認され、支承との取り付けボルトにナッ
トの欠け（または減肉）がみられた。

③ 全体において劣化が進行しつつあり、すでに発錆に至っている箇所も散見。



国土交通省 近畿地方整備局 道路部 道路管理課 行
（ＦＡＸ：０６－６９４９－０８６７）

住所 〒

会社名

部署

取材者氏名

ＴＥＬ

ＦＡＸ

※こちらから連絡させていただく場合があります。連絡がとれる電話番号を記入くださ
い。

送信票

別紙５

当日の取材にあたってのお願い

取材にあたりましては、３月８日（火）１７時００分までに、下記
ご記入のうえ、本状のＦＡＸをお願いします。

【記】


